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セグメント 事業分類 製品分類 代表的な製品

機能
化学品

油化事業

脂肪酸 脂肪酸、グリセリン

脂肪酸誘導体 潤滑剤、冷凍機油、トナーワックス

界面活性剤 洗浄剤、乳化剤

酸化ｴﾁﾚﾝ・酸化ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ誘導体 基礎化粧品原料、電子材料素材

化成事業

有機過酸化物 樹脂の重合開始剤

石油化学品 ポリブテン、無水マレイン酸

機能性ポリマー 防曇剤、熱可塑性エラストマー

機能性フィルム事業 機能性フィルム 反射防止フィルム、書き味向上フィルム

防錆事業 特殊防錆処理剤 クロムフリー防錆剤（ジオメット®）

電材事業 電子材料 液晶表示関連、高周波基板

ライフ
サイエンス

食品事業
食用加工油脂 マーガリン、ショートニング、機能性油脂

機能食品 健康食品、医療栄養食

ライフサイエンス事業 生体適合性素材（ＭＰＣ） ＭＰＣポリマー、診断薬

ＤＤＳ事業 ＤＤＳ医薬用製剤原料 ＰＥＧ修飾剤、リン脂質

化薬 化薬事業

産業用爆薬類 爆薬、雷管

防衛関連製品 防衛用火薬類

ロケット関連製品 宇宙ロケット用固体推進薬、火工品

自動車用安全部品 シートベルト用ガス発生器

関連製品 海洋機器、防犯用関連製品

日油グループの事業構成２．油化事業の概要

事業分類 製品分類 代表的な製品

油化事業

脂肪酸 脂肪酸、グリセリン

脂肪酸誘導体 潤滑剤、冷凍機油、トナーワックス

界面活性剤 洗浄剤、乳化剤

酸化エチレン・
酸化プロピレン

 誘導体
基礎化粧品原料、電子材料素材
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時代のニーズに即応した
 機能の創出を目指しています

油化事業

油化事業の基盤技術

基盤技術

界面化学の技術界面化学の技術油脂化学の技術油脂化学の技術

２．油化事業の概要
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天然油脂
 原料 脂肪酸Ａ

脂肪酸Ｂ

脂肪酸Ｃ
・
・
・

グリセリン

分解

パーム核油・ヤシ油

パーム油・大豆油・

菜種油・動物脂

天然系アルコール

還元

石化系
 原料

ＥＯ・ＰＯ

付加

 反応

原料

 
製品

 
基盤技術

 
機能

油脂化学と界面化学の技術

石化系アルコールＡ

石化系アルコールＢ
・
・
・

エステル化
無
限
の
組
合
せ

両性化

中和化

アミド化

クロル化

油脂化学

カチオン化 ノニオン化

アニオン化

ポリエーテル化

界面化学

２．油化事業の概要
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３．油化事業の技術と製品展開

エステル化 無
限
の
組
合
せ

両性化

中和化

アミド化

クロル化

油脂化学

カチオン化 ノニオン化

アニオン化

ポリエーテル化

界面化学

環境・エネルギー分野

電子・情報分野

ライフサイエンス分野
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環境対応型製品の展開

コア技術

低炭素、資源循環、環境対応型社会を指向する市場ニ－ズに対応

界面活性剤

脂肪酸誘導体

ＥＯ・ＰＯ誘導体

アクリル型ポリマー

評価技術・処方開発力

製紙用柔軟剤

炭塵防止剤

フロン代替冷媒用
冷凍機油

ＥＰＡ※１）排出削減
対応モノマー

モルタル用乾燥
収縮低減剤

土壌洗浄剤

アスベスト飛散防止剤

ＤＰＦ※２）用潤滑剤

生分解性作動油

風力発電用ギア油

（グリーン・ケミカルズ製品）

アスファルト合材付着防止剤

３．油化事業の技術と製品展開

※１）ＥＰＡ：米国環境保護庁

 

※２）ＤＰＦ：ﾃﾞｲｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ粒子物質用ﾌｨｰﾙﾀｰ

 

※３）再生可能資源：自然界で人間が利用する速度以上に産生される天然資源

特長

 
①リサイクルを促進する

②環境負荷を低減する

③有害物質･法規制物質を

含まない

▽原料は再生可能資源※３）

▽使用後に環境中で分解

環境対応型製品

新技術の開発新技術の開発

代替フロン冷媒用
冷凍機油

アスファルト合材付着防止剤 風力発電用ギア油

生分解性作動油
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製品例①：代替フロン冷媒用冷凍機油

製品例②：生分解性作動油

製品例③：風力発電用ギア油

製品例④：アスファルト合材付着防止剤

４．環境対応型製品のご紹介



油化事業 10

製品例①代替フロン冷媒用冷凍機油

オゾン層破壊防止
・モントリオール議定書
（2030年フロン全廃）

↓
代替フロンへの対応
・鉱物油は冷凍機油として
使用不可
（代替フロンと相溶性なし）

オゾン層破壊防止
・モントリオール議定書
（2030年フロン全廃）

↓
代替フロンへの対応
・鉱物油は冷凍機油として
使用不可
（代替フロンと相溶性なし）

市場ニーズ 当社の提案

代替フロンの特性に
合わせた冷凍機油を
供給

代替フロン：オゾン層破壊係数がゼロである冷媒。加えて近年は地球温暖化係数も小さいことが要求されている。

鉱物油系
冷凍機油

エステル油系
冷凍機油
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冷凍機油とは

冷媒：代替フロン代替フロン

互いに溶け合う
ことが必要

高圧液体

コ
ン
デ

 ン
サ

 ー

ｷｬﾋﾟﾗﾘｰﾁｭｰﾌﾞ
（膨張弁）

冷
風

低温低圧気体

ファン

冷凍機油冷凍機油：：
エステルエステル油油

蒸
発
機

高温高圧
ガス

放
熱

冷凍機油：エアコン等に用いる潤滑油（焼き付き防止）

コンプレッサー

従来は
フロンを使用

従来は
鉱物油を使用

製品例①
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エアコン用代替フロン冷媒への切替率推移
製品例①

代替フロン冷媒用冷凍機油需要

２０２０年に世界で３.５万トン

＜中国の需要拡大が顕著＞

引用：（社）日本電機工業会 「白物家電７品目の世界需要調査」
2010年以降は当社推定
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日油尼崎工場 ：2011年12月新プラント竣工予定
常熟日油化工有限公司 ：２年以内に新プラント増設

製

 
品：脂肪酸エステル（エアコン用冷凍機油他）

増産能力：年間合計約２万トン

常熟日油化工有限公司 尼崎工場

エステル設備増強製品例①
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市場ニーズ 当社の提案

製品例②生分解性作動油

機械類から漏洩する
作動油（鉱物油）が
環境を汚染

↓
汚染しない作動油が
必要

● ＜ヨーロッパ＞
・湖沼地域：

 

船外機用2サイクルエンジン油
・森林：

 

チェーンソーオイル
・河川：

 

建設機械の油圧作動油
● ＜日本＞
・（財）日本環境協会の「エコマーク」に生分解性作動油の認定基準有り
・

 

(社)日本建設機械化協会が、「建設機械用生分解性油圧作動油」の規格を制定

生分解性作動油の
使用が義務化

生分解性の良好な
作動油を供給

※性能は、鉱物油と同等以上

鉱物油系
作動油

生分解性
作動油
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作動油とは

作動油

作動油タンク

油圧ポンプ

モータ シリンダー

作動油：油圧装置の中で動力を伝達する潤滑油

高い圧力により、シリンダーなどから
作動油が漏洩

→ 環境を汚染

製品例②

船舶用：３％

工作機用：８％

射出成型機用：６％

自動車・金属

２０％

農耕機用

４％

その他：１９％

国内需要

全作動油２２万トン中、
９５％が鉱物油使用

建機用

４０％
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当社の生分解性作動油
製品例②

売上高推移（指数）

（２０１０年を１００とした際の指数）

エコマーク認定番号

第０８１１０００６号

＜対象製品＞

ミルルーブ®E-22A、E-32A、E-56
使用契約者名：日油株式会社

生分解性作動油「ミルルーブ®」

◎ 『国土交通省のNETIS（新技術情報提供システム）』に登録

◎ 平成22年度『環境技術賞』を受賞（社団法人

 

近畿化学協会）

0

500

1000

1500

2000

2010年 2011年 2012年 2013年
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180
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導入時期：２００６年４月
↓

５年間経過時に品質を確認

※品質変化なし、性能低下なし

熊本県農業用水門

ミルルーブ®

 
採用実績

シリンダーで
水門を開閉

油圧バルブで
水量を調節

栃木県五十里ダムホロージェットバルブ

導入時期：２０１１年２月新規採用

津波防御壁

 
試作機で評価中

製品例②
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風力発電設備から漏洩する
ギア油（鉱物油）が環境を汚染

↓

汚染しないギア油が必要

風力発電設備から漏洩する
ギア油（鉱物油）が環境を汚染

↓

汚染しないギア油が必要

市場ニーズ 当社の提案

製品例③風力発電用ギア油

※市場の要求性能をクリア
・高動粘度（高速回転に対応）
・低温流動性（発電効率向上）

生分解性の良好な
ギア油を供給

鉱物油系
ギア油

生分解性
ギア油
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風力発電用ギア油とは

４０ｍ

１１８ｍ

▽

 
重い金属が高速回転

 
→

 
高温で潤滑油が劣化→

 
金属が磨耗

▽

 
低温でギア油が固まる

 
→

 
発電効率の低下

７８ｍ

発電機

増速機
（増速ギア）

製品例③

ギア油：風車の回転を高速回転に変える装置に用いる潤滑油

羽３枚の重量：１９.５ トン

風力発電用ギア油は、低温時と高温時の両方の問題を解決



油化事業 20

0

100

200

300

400

2010年 2011年 2012年 2013年
0

50

100

150

200

2010年 2011年 2012年 2013年

風力発電市場の推移
製品例③

世界の風力発電量 世界の風力発電台数

（引用：Global Wind Energy Council） （当社による推定）

（ギガワット）

1台当たりギア油500L/3年使用
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市場ニ－ズ 当社の提案

製品例④アスファルト合材付着防止剤

道路舗装でアスファルト合材
 の付着防止のため、鉱物油を

使用し、環境を汚染

↓

汚染しない付着防止剤が
必要

生分解性の良好な
付着防止剤を供給

※性能は、鉱物油と同等以上

鉱物油系
付着防止剤

生分解性
付着防止剤
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アスファルト合材付着防止剤とは
製品例④

エコマーク認定番号

第０９１１０００１号
対象製品名：アスファゾール®

N-02,N-03
使用契約者名：日油株式会社

アスファルト合材付着防止剤
「アスファゾール®」

付着防止剤：設備・機器にアスファルト合材が付着するのを 防止

アスファゾール
使用前

アスファゾール
使用後
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市場規模と売上高推移
製品例④

アスファルト合材付着防止剤の需要

計

 
７万トン

アスファゾール®売上高推移（指数）

その他：2％
日本：6％

米国：54％欧州：37％
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アスファゾール®

 
採用実績

【羽田空港】
D滑走路舗装工事
採用：２０１０年４月

【新東名高速道路】
舗装工事
採用：２０１１年１月

製品例④
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環境分野の製品
 

売上高推移（指数）
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新油化学研究所

重点3分野への新製品開発の加速
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・本資料はあくまで弊社をより深く理解いただくための資料であって、

 本資料による投資等何らかの行動を勧誘するものではありません。

・本資料は、現時点で入手可能な情報に基づいて弊社の判断により

 作成されておりますが、実際の業績が様々な要素により計画とは

 異なる結果となり得ることをご承知おきください。

・本資料のご利用に関しましては、ご自身の判断と責任にてお願い

 いたします。

お問い合わせ先

 

：

 

日油株式会社

 

経理部

 

（ＩＲ室

 

金万、根岸）

 住

 

所

 

：

 

東京都渋谷区恵比寿四丁目２０番３号

 電

 

話

 

：

 

０３－５４２４－６６５１

 Ｆ

 

Ａ

 

Ｘ

 

：

 

０３－５４２４－６８０３

 ホームページ

 

：

 

http://www.nof.co.jp
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